













　GDP in japan has stagnated for more than 20 years, since it exceeded 50 billion yen in 1994. This 
long-term stagnation basically has been drawn by a rapid increase of irregular workers and a cut-
down of real wages for all workers that the Japanese government, co-operating with monopoly 
capital have consistently aimed at. “Abenomics” realized decreasing yen and increasing stock price 
by extraordinary easing monetary policy and gave huge financial gains to financial institutions, big 
business and wealthy class. However the essence of “Abenomics” was strengthening that new low- 
wage structure.
　COVIT-19 pandemic occurred at the final stage of “Abenomics”. Abe administration has 
preferred strategy for economic growth to intercepting the infection from its beginning through 
now. It continues to limit the PCR infection. It hurried “Go to travel” to resume economic activities 
neglecting warning by scientists and doctors. The current social confusion of COVIT-19 crisis and 
collapse of medical system are prompted by the Japanese government.
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　図表 1 は，2020年11月 5 日現在の世界の新型コロナウイルスによる感染者数と死亡者数である。いま
や感染者数は約4813万人に，そして死亡者数112万5913人に達している。感染者数が1000万人を超えた
のが感染拡大の確認から約 7 か月後の 6 月28日であり，それから約 6 週間後の 8 月11日に2000万人台



























































でも 1 日で 2 万近い感染者が生まれている。この結果各国で都市封鎖が再開されている。
2 ．日本では感染拡大の実態は過少に評価されている
　感染拡大が再びアウトブレイクと呼ぶにふさわしい急激な形で進行している欧州諸国と比べて，日本









































図表 2　国内の新型コロナウイルス感染者（11月 5日午後 9時半現在）
国内での確認 10万4974人（＋1048）1808
北 海 道 3543（＋119）112 福 　 井 257 11 岡 　 山 314 （＋6） 7
青 　 森 264 （＋8） 4 山 　 梨 221 （＋4） 6 広 　 島 659 （＋2） 5
岩 　 手 29 長 　 野 350 6 山 　 口 221 （＋8） 2
宮 　 城 821 （＋18） 3 岐 　 阜 710 （＋10） 12 徳 　 島 164 9
秋 　 田 64 （＋3） 静 　 岡 689 （＋10） 2 香 　 川 104 （＋1） 2
山 　 形 86 1 愛 　 知 6538 （＋79） 97 愛 　 媛 116 6
福 　 島 409 （＋8） 6 三 　 重 567 （＋1） 7 高 　 知 144 4
茨 　 城 789 （＋10） 18 滋 　 賀 584 （＋21） 9 福 　 岡 5233 （＋5）104
栃 　 木 494 （＋1） 1 京 　 都 2101 （＋11） 30 佐 　 賀 264
群 　 馬 913 （＋3） 20 大 　 阪 1万3316（＋125）249 長 　 崎 246 （＋1） 3
埼 　 玉 6014 （＋32）111 兵 　 庫 3406 （＋43） 67 熊 　 本 835 （＋11） 8
千 　 葉 5192 （＋58） 81 奈 　 良 678 （＋15） 10 大 　 分 159 3
東 　 京 3万1893（＋269）461 和 歌 山 280 （＋2） 4 宮 　 崎 372 （＋1） 1
神 奈 川 9013（＋109）173 鳥 　 取 38 鹿 児 島 505 （＋17） 13
新 　 潟 185 （＋2） 島 　 根 141 沖 　 縄 3432 （＋27） 64
富 　 山 424 （＋1） 28 空港検疫など 1219 （＋5） 1 コスタアトランチカ
（長崎クルーズ船） 149石 　 川 815 （＋2） 49 チャーター機 14
ダイヤモンド・プリンセス号の乗船者 712人 13
入院・療養【うち重症】 6815人【183】


















　3，4 月段階で，命に別状はないが入院や手術が必要な救急患者を受け入れる第 2 次救急医療を担う










































は裏腹に，アベノミクスの新 3 本の矢で掲げられたGDP 600 兆円の任期中の実現がはかない夢に終わる
ことが確実視される状況だったからである。首相としての通算連続在籍日数の最長記録を2019年11月
に更新し，党規約を改正してでも 3 期目の総裁を狙う安倍首相にとって，2020年東京オリンピックの開

















































　このアベノミクス第 1 段階では，他にも2014年 7 月に「国土のグランドデザイン2050─対流促進型国
土の形成─」が，2015年 6 月には「日本再興戦略：改訂2015─未来への投資・生産性革命─」ならびに「ま
ち・ひと・しごと創生基本方針：2015ローカル・アベノミクスの実現に向けて」が連続して出された。
　2015年 9 月に，安倍首相はアベノミクスの「3 本の矢」によって「デフレではない状況」が生まれ，「成
長と分配の好循環」が動き出しつつあるとして，この好循環を確立するためにアベノミクスを「第 2 ス










Vol. 56 No. 2阪南論集　社会科学編（岩橋昭廣教授追悼）
億総活躍社会」を実現することによって克服するという立場を示したものであり，それは一連の「働き方




主党の 3 党合意に基づいて，消費税率が2014年 4 月に 8％へ，2019年10月に10％へと引き上げられた。
　2019年末以降の新型コロナウイルスによるパンデミックの発生により，2020年 3 月に2020年東京オ
リンピックの 1 年延長が決まり，日本では2020年 4 月に緊急事態宣言が発令され，「2020年基本方針」
の副題は「危機の克服，そして新しい未来へ」とされた。
図表 5　アベノミクスの展開














2015.9 安倍首相，アベノミクス第 2 ステージへの移行を宣言：
◎新 3 本の矢の提起：①希望を生み出す強い経済，GDP600兆円に，②夢を紡ぐ子育て支援，出生率1.8％に，
③安心につながる社会保障，介護離職ゼロ




◎アベノミクスの「3 本柱」による「成長と配分の好循環」を持続させ，①「新 3 本の矢」を一体的に推進し，
②その効果を地域の隅々にまで波及させる（ローカル・アベノミクス）




























をしたものである。これによると，2020年 4 ∼ 6 月期のGDPは年額でみればコロナ禍の影響から505兆
円であり，発足時の2012年10∼12月期の492兆円の1.03倍，3％増でしかなく，第 2 次アベノミクスの
第 1 の矢で掲げられた600兆円には遠く及ばない。それでは，7 年間で13％の経済成長とはいかなる計




































名目GDP（年換算） 492兆円 ---- ---- 505兆円（20年 4 ∼ 6 月期）



















































れ以降「量的・質的金融緩和（QQE）」（2013年 4 月∼2016年 1 月），「マイナス金利付きQQE」（2016年












































































安倍政権発足時に 1 万230円であった日経平均株価は，2018年10月 2 日にいったん最高値 2 万4270円
を記録し，その後低迷した。この株価が，コロナ禍の深刻化に伴い経済全体が不振をきわめる中で高騰


























　GPIFと日銀のETFによる東証 1 部上場銘柄の株式保有額の合計は，2013年 3 月末の19.7兆円，それ
らの東証 1 部上場銘柄の時価総額に対する比率5.5％から，2020年 6 月末の同合計額77.4兆円，同比率


















































































ア メ リ カ （10億ドル） 13,036.6 13,814.6 14,451.9 14,712.8 14,448.9 14,992.1 15,542.6 16,197.0 16,784.9 17,521.7 18,219.3 18,707.2 19,485.4
1.49
（世界に占める比率，％） 27.4 26.8 24.9 23.1 23.9 22.6 21.1 21.6 21.8 22.1 24.3 24.5 24.1
中 国 （10億ドル） 2,286.0 2,752.1 3,550.3 4,594.3 5,101.7 6,087.2 7,551.5 8,532.2 9,570.5 10,438.5 11,015.6 11,138.0 12,143.6
5.31
（世界に占める比率，％） 4.8 5.3 6.1 7.2 8.4 9.2 10.3 11.4 12.4 13.2 14.7 14.6 15.0
日 本 （10億ドル） 4,758.1 4,530.1 4,515.1 5,037.5 5,233.2 5,700.2 6,157.2 6,201.8 5,154.1 4,854.8 4,390.0 4,924.8 4,860.4 
1.02
（世界に占める比率，％） 10.0 8.8 7.8 7.9 8.7 8.6 8.4 8.3 6.7 6.1 5.9 6.5 6.0 
ド イ ツ （10億ドル） 2,861.3 3,002.3 3,439.8 3,752.5 3,417.8 3,417.1 3,757.7 3,544.0 3,752.5 3,898.7 3,381.4 3,495.2 3,693.2 
1.29
（世界に占める比率，％） 6.0 5.8 5.9 5.9 5.7 5.2 5.1 4.7 4.9 4.9 4.5 4.6 4.6 
イ ギ リ ス （10億ドル） 2,525.0 2,697.2 3,084.3 2,904.2 2,394.7 2,452.9 2,634.9 2,676.6 2,753.6 3,034.7 2,896.4 2,659.2 2,637.9 
1.04
（世界に占める比率，％） 5.3 5.2 5.3 4.6 4.0 3.7 3.6 3.6 3.6 3.8 3.9 3.5 3.3 
フ ラ ン ス （10億ドル） 2,196.1 2,318.5 2,657.1 2,918.5 2,690.1 2,642.6 2,861.4 2,683.8 2,811.1 2,852.2 2,438.2 2,471.3 2,586.3 
1.18
（世界に占める比率，％） 4.6 4.5 4.6 4.6 4.5 4.0 3.9 3.6 3.6 3.6 3.3 3.2 3.2 
イ ン ド （10億ドル） 820.4 940.3 1,216.7 1,198.9 1,341.9 1,675.6 1,823.0 1,827.6 1,856.7 2,039.1 2,103.6 2,290.4 2,652.6 
3.23
（世界に占める比率，％） 1.7 1.8 2.1 1.9 2.2 2.5 2.5 2.4 2.4 2.6 2.8 3.0 3.3 
ブ ラ ジ ル （10億ドル） 891.6 1,107.6 1,397.1 1,695.8 1,667.0 2,208.9 2,616.2 2,465.2 2,472.8 2,456.0 1,802.2 1,796.3 2,053.6 
2.30
（世界に占める比率，％） 1.9 2.2 2.4 2.7 2.8 3.3 3.6 3.3 3.2 3.1 2.4 2.4 2.5 
イ タ リ ア （10億ドル） 1,852.6 1,942.5 2,202.9 2,390.8 2,185.0 2,125.1 2,276.3 2,072.8 2,130.5 2,151.7 1,832.3 1,869.2 1,946.6 
1.05
（世界に占める比率，％） 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.2 3.1 2.8 2.8 2.7 2.4 2.5 2.4 
カ ナ ダ （10億ドル） 1,173.1 1,319.3 1,468.8 1,552.9 1,374.6 1,617.3 1,792.8 1,828.7 1,847.2 1,803.5 1,556.1 1,530.3 1,650.2 
1.41
（世界に占める比率，％） 2.5 2.6 2.5 2.4 2.3 2.4 2.4 2.4 2.4 2.3 2.1 2.0 2.0 
韓 国 （10億ドル） 898.1 1,011.8 1,122.7 1,002.2 901.9 1,094.5 1,202.5 1,222.8 1,305.6 1,411.3 1,382.8 1,414.8 1,530.8 
1.70
（世界に占める比率，％） 1.9 2.0 1.9 1.6 1.5 1.7 1.6 1.6 1.7 1.8 1.8 1.9 1.9 
ロ シ ア （10億ドル） 764.0 989.9 1,299.7 1,660.8 1,222.6 1,524.9 2,051.7 2,210.3 2,297.1 2,060.0 1,363.6 1,282.7 1,578.6 
2.07
（世界に占める比率，％） 1.6 1.9 2.2 2.6 2.0 2.3 2.8 2.9 3.0 2.6 1.8 1.7 1.9 
世 界 全 体  （10億ドル） 47,519.0 51,504.5 58,094.6 63,619.5 60,431.5 66,194.1 73,511.6 75,093.7 77,160.6 79,299.9 74,903.5 76,206.8 80,976.2 1.70
資料出所） 日本以外のOECD加盟国（上記のうち日本，ロシア，ブラジル，中国，インド以外の各国）：OECD“Annual 
National Accounts Database”（令和元年 7 月現在）
　　　　　日本： 経済社会総合研究所推計値 
（円の対ドルレートは，東京市場インターバンク直物中心相場の各月中平均値の12か月単純平均値を利用。）
　　　　　中国： 中国統計年鑑2017（為替レートはIMF“International Financial Statistics”）
　　　　　ロシア，ブラジル，インド： 世界銀行“World Development Indicators Database”
　　　　　世界全体： 日本以外のOECD加盟35か国はOECD“Annual National Accounts Database”，日本及び中国は上
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ついては，『東京新聞』2020年 5 月 1 日付，参照。
2 ）『東京新聞』2020年 4 月27日付，参照。
3 ）『東京新聞』2020年10月 9 日付，参照。
4 ）コロナ禍と現代資本主義，新自由主義，アベノミクスとの全般的な関連については，筆者も参加したonline座談会「コ
ロナ・パンデミックと資本主義」（『経済』2020年10月号）を参照されたい。
5 ）『日本経済新聞』2020年 3 月 9 日付，参照。
6 ）景気循環における拡張期間の長さが経済成長率を規定するわけでないことは言うまでもない。戦後最長の景気の拡
張期間を記録した第14循環の場合，2002年 1 月の谷から2008年 2 月の山への73カ月間の経済成長率は，2007年度

















9 ）坂本雅子「空洞化・属国化の克服と新たな資本主義の模索を」（『経済』2020年 7 月号），ならびに同著『空洞化と属
国化─日本経済のグローバル化の顛末─』（新日本出版社，2017年）を参照されたい。
10）拙稿「アベノミクスの現段階と本来の賃金の確立，地域活性化」（『月刊　全労連』2019年 1 月号）を参照されたい。
 （2020年12月 2 日掲載決定）
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